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日本造船技術センターの主要業務の一

つである試験水槽による推進性能試験は、

喫水より下、水中部分の船体の推進性能

を調べる試験です。確かに、船の推進性

能の殆どは水中部分の船型により決まり

ます。しかし、実海域中の推進性能を精

度良く評価するためには、水面から上の

船体に働く、風圧抵抗を無視する事は出

来ません。特に大きな上部構造を有する

船型の場合、風圧抵抗は性能上の大きな

要素となります。

当センターは、お客様より依頼を受け、

（独）海上技術安全研究所殿より必要な期

間、風洞施設をお借りして、風圧抵抗計

測試験を実施しております。使用してい

る風洞の仕様は次のとおりです。

形式；ゲッチンゲン型水平回流風洞

　最大風速；30m/s

　計測部（密閉型）

　　　　　；幅3m×高さ2m

写真は風圧抵抗計測の様子ですが、模

型船はお客様の製作による、船体の喫水

から上の部分の木製船（全長は、およそ

1.5m）で、構成するパーツを交換する

事により、喫水や上部構造物の変更が可

能な仕様となっています。

また、写真を見ると模型船が円形台の

中心に配置されている事が分かります。

この円形台は可動式で所謂ターンテーブ

ルと呼ばれており、360°全方位につい

て任意の角度の風圧を計測する事ができ

ます。

ターンテーブルの下には3分力の検力

計が設置されています。ターンテーブル

には開口が設けられ、そこを通じて検力

計と模型船を鋼製のシャフトにより接続

し、模型船に働く風圧を計測しています。

模型船とターンテーブルの間には、2mm

程度の隙間が設けられ、接触を防止して

います。

今後も、海事関係の幅広いニーズに対

応できるよう、風洞試験技術の向上に取

り組んで行く予定です。
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